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1．研究の背景と目的 近年、食物網の構造解析に安定同位体比を用いた食性解析が有効な手段と

して注目されている１）。また、安定同位体比を用いて谷津内淡水魚の食物網の推定を行った研究

も始まっている２）。しかし、そのような研究を行う際の基礎的知見として転移時間に関する情報

は少ない。そこで、本研究では①谷津内淡水魚において筋肉組織の転移時間を推定すること、②筋

肉組織，消化管，背骨，外皮の転移時間の違いを明らかにすることを目的とした。 
2．安定同位体比とは 安定同位体は自然界に一定の割合で存在し、動物が餌を体内に同化する過

程で同位体組成が一定の変化（同位体分別）を起こす。その変化が標準に定めた物質の同位体の比

率からどれくらい隔たっているかを以下の式で表す１）。 
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一般に、水生動物の濃縮係数は栄養段階が１段階上

るごとにδ13Cで 1.5～2.0‰、δ15Nで 3.0～4.0‰変化
３）

４

（Fig. 1）。また、転移時間とは生物組織の炭素･窒
完全に入れ替わる時間のことである ）。 
3.研究の方法 対象種の選定と採捕：対象種は谷津内

い密度で生息するタモロコ，ドジョウ，シマドジョウ

トケドジョウとした。対象種が多数生息する栃木県市

の文谷の谷津で採捕した。 
飼育環境と飼育期間：対象種を 0歳魚と 1歳以上魚に
て別々の水槽に 32 個体を入れて 50 日間飼育した。
し、タモロコ 0歳魚は 40個体、1歳以上魚は 18個体
た。餌として冷凍ミジンコを毎夕与えた。環境要因と

EC、pH、DOを毎日計測した。飼育途中に斃死した
魚はタモロコ、ドジョウで各 3個体のみであった。 
サンプリングとδ13C，δ15Nの計測：サンプリングは
種を 2 個体、5 日間隔で行った。最終日は 4 個体と
サンプリングした供試魚は直ちに凍結死させ解剖を

ない各部位（筋肉組織，消化管，背骨，外皮）に分け

させたものを乳鉢で粉砕した。さらに、筋肉組織にお
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SA：試料中の安定同位体比（13C/12C，15N/14N） 
ST：標準物質の安定同位体比（13C/12C，15N/14N） 
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Fig.1  食物連鎖によるδ13C,δ15Nの変化 
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Fig. 2 実験開始時のδ13C,δ15N 
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てはメタノールとクロロホルムの混合液

（1：2）に入れ脱脂処理をした。安定同位
体比の計測には Deluta plus XP安定同位
体質量分析計を使用した。 
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 4.結果および考察 実験開始時の筋肉組

織におけるδ13C，δ15N：実験開始時はδ
13C,δ15Nが分散していた（Fig.2）。このこ
とより、各供試魚は餌資源に違いがあるこ

とが示唆された。ただし、ホトケドジョウ

は狭いエリアで採れたことからδ13C,δ
15Nの分散は小さかった。 0歳魚の平均値 1歳以上魚の平均値 餌の平均値0歳魚の平均値 1歳以上魚の平均値 餌の平均値

C  供試魚の筋肉組織におけるδ13Cの経時変
化：ホトケドジョウ，タモロコのδ13Cは上
昇した。ドジョウ，シマドジョウのδ13C
は上昇傾向を読み取ることが出来なかった

（Fig. 3）。 
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ホトケドジョウ，タモロコの筋肉組織にお

けるδ13C転移時間の推定： Fig. 3より得
られた近似直線を延長し転移時間を推定し

た（Fig. 4）。ホトケドジョウは 0歳魚で 5
ヶ月程度、1 歳以上魚で 1 年半程度、タモ
ロコは 0歳魚で 5ヶ月程度、1歳以上魚で
4 ヶ月程度となった。これはオオクチバス
の 6ヶ月程度 と比較してもそれほど大差３）

はなかった。 
，タモロコにおける 1歳以ホトケドジョウ

0歳魚の平均値 1歳以上魚の平均値 濃縮係数1.5‰の時 濃縮係数２‰の時0歳魚の平均値 1歳以上魚の平均値 濃縮係数1.5‰の時 濃縮係数２‰の時

上魚各部位のδ13C：各部位は実験開始時
に近いδ Cを示したが 50日経過後は異な
ったδ Cを示した。各部位の変化量は消
化管、筋肉、外皮、背骨の順に小さくなっ

皮、背骨の順で転移時間が短いことが示唆

された。 
5.結論と今後の課題 対象種の転移時間は少なくとも

13

13

た（Fig.5）。これより、消化管、筋肉、外

50 日以上であることがわかった。さらにホ

の転移時間も知る必要がある。 
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Fig. 4 ホトケドジョウ，タモロコのδ１３Cの転移時間の推定
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トケドジョウ，タモロコにおいてδ13Cの転移時間を推定した。 
今後は実験方法を改良して、濃縮係数、δ15N、各部位について
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Fig. 3 供試魚のδ１3Cの経時変化 
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Fig. 5 ホトケドジョウ，タモロコにおける各部位のδ13C
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